
現地でのルール啓発

・社会実験期間中、交通ルール遵守のための啓発員
や警備員（7：00～19：00）を配置
・並行する札幌駅前通（国道36号）での自転車押し歩
きの啓発（札幌市実施）とも連携

看板等の設置

・社会実験期間中、実験区間及びその周辺に看板を
設置し、実験路線の案内やルールの啓発を行った。
・カラーコーンを設置し、違法駐輪対策等も実施した。

路外荷さばき対策との連携

・共同荷捌き場として、荷物の一時保管場所（ストックポイ
ント）を設け、荷物を集約し、配送する新たな荷捌き対策
とも連携
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路上駐停車 対策後
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【ストックポイント】

自転車の車道左側を通行する空間を確保

停車車両の配慮した路面表示の設置

・交差点内及び単路部の路面に自転車の通行位置を
示す矢羽根を設置
・やむを得ない停車車両を想定し、停車車両を想定し
た注意喚起を、 大矢羽根（ブルーウィング）により
実施
・交差点付近には、進行方向を示すピクトを設置

停車車両なし 停車車両あり

１．実験実施の背景

札幌都心部における荷捌き等停車車両を踏まえた自転車通行空間創出等による
道路パフォーマンス向上を検証する社会実験（北海道札幌市）

２．検証項目

３．今回の実験内容及び結果

① 自転車の車道利用促進に伴う歩行者の安全性向上効果
② 自転車利用者の安全性向上効果
③ ドライバーの安全性向上効果

・並行する国道36号において、路面電車整備に伴う歩行
者・自転車の安全・安心な通行空間確保が不可欠

・自転車の原則車道通行ルールの浸透不足
・荷捌きスペース不足による長時間に亘る路上での荷捌き

●荷捌き等停車車両がある状態でも安全に通行できる自転車通行空間創出による道路
パフォーマンス向上の実現
①路面表示 車道に通常の小型矢羽根の他に「大型矢羽根」と法定外看板を設置
②連続的自転車ネットワーク形成 既設自転車通行空間整備区間（北1上通）と接続
③ルール啓発 啓発員・警備員の配置、並行する国道36号での自転車押し歩き啓発

●並行道路との道路機能分担を明確化し、面的な自転車ネットワークの創出の実現
④共同荷捌き場設置 路外に荷物の一時保管場所（ストックポイント）を設置

【実験内容】

④ 実験区間沿線における効果（商売等への影響、荷さばき台
数減少）

⑤ 実験区間の並行路線等周辺における自転車の転換、
荷さばき対策の面的な効果

●停車車両がある状態でも安全に通行できる自転車通行
空間創出による道路パフォーマンス向上の実現

●並行道路との道路機能分担を明確化し、面的な自転車
ネットワークの創出の実現

【実験区間】
市道 西５丁目線（北1条～南4条通）
Ｌ＝約750m
南進の一方通行路線（軽車両除外規制なし）

路面電車ループ化区間

位置図
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【実験区間】 市道西5丁目線 国道36号に平行する、南進の一方通行路線

【実施期間】
平成27年10月13日(火)～平成27年10月31日(土)
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停車車両がある場合
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①

現地でのルール啓発

・社会実験期間中、交通ルール遵守のための啓発員
や警備員（7：00～19：00）を配置
・並行する札幌駅前通（国道36号）での自転車押し歩
きの啓発（札幌市実施）とも連携

看板等の設置

・社会実験期間中、実験区間及びその周辺に看板を
設置し、実験路線の案内やルールの啓発を行った。
・カラーコーンを設置し、違法駐輪対策等も実施した。

路外荷さばき対策との連携

・共同荷捌き場として、荷物の一時保管場所（ストックポイ
ント）を設け、荷物を集約し、配送する新たな荷捌き対策
とも連携
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自転車の車道左側を通行する空間を確保

停車車両の配慮した路面表示の設置

・交差点内及び単路部の路面に自転車の通行位置を
示す矢羽根を設置
・やむを得ない停車車両を想定し、停車車両を想定し
た注意喚起を、 大矢羽根（ブルーウィング）により
実施
・交差点付近には、進行方向を示すピクトを設置

停車車両なし 停車車両あり

③
【交通ルール啓発】
啓発員配置

図-1 位置図

図-2 路面表示図-3 ルール啓発 図-4 共同荷捌き場設置



４．検証結果

札幌都心部における荷捌き等停車車両を踏まえた自転車通行空間創出等による
道路パフォーマンス向上を検証する社会実験 （北海道札幌市）

５．実験後の展開、明らかになった課題等
（１）自転車通行空間の利用及び並行路線からの転換促進、更なる安全性向上に向けた課題

・南向きの自転車車道左側通行率は上昇し、道路利用者の安全性が高まったが、信号交差点のルールが守られていないことな
どルール・マナーに関する検討が必要。
・自転車利用者の安全性向上効果を時間帯別で比較すると、「夕・夜」の「効果あり」が低下し、夜間の視認性への対応が必要。

・実験区間の一部では路面表示が剥離しているほか、一部利用者からは凹凸や、雨天時の滑りに関する指摘もあり、舗装（耐久
性・滑り止め）について課題があるため、対応が必要。

・実験中のルール・マナーなどの啓発があった場合となかった場合では、車道左側通行率が下がっていることから、啓発なしでの
効果持続のため、対策が必要。

（２）北進（逆進）方向を含む自転車通行空間ネットワークのあり方
・一方通行路線の逆方向に対する需要への対策が必要である、北向きの自転車通行空間の整備が必要
（３）路上停車車両への対策
・一般車両についても駐停車台数が微増しているなど、依然駐停車は残っており、空間の適切な利用には、対策が必要。

①実験区間における自転車の車道利用促進に伴う歩行者の安全性向上
・自転車通行空間の明示により、車道の左側通行が促進する効果がある。
・また、歩行者の立場から、整備前よりも安全性が向上。
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※集計データは、17：00～19：00における夕ピーク時間帯の自転車交通量
※調査箇所は、市道西5丁目線（南1条通）

※自転車交通量：両側の歩道と車道における、南向きに通行する自転車交通量の合計

車道交通量（左）：上記自転車交通量のうち車道の左側を通行する自転車交通量の合計（逆走及び右側通行は含まない）
自転車の車道左側通行率（％）：車道の左側を通行する自転車交通量÷歩道及び車道を通行する自転車交通量×100

※「啓発あり」は区間別に警備員・啓発員を配置し啓発を実施。「啓発なし」は区間別に警備員・啓発員を配置した啓発はなし。
（「啓発なし」は啓発員2名程度が移動しながらの最小限の啓発のみ実施）

※ビデオ調査結果より

②実験区間の車道における自転車利用者の安全性向上
・自転車通行空間の明示により、自転車の立場から、整備前よりも安全性が向上。

・停車車両に配慮した大型矢羽根（ブルーウィング）に対し、自転車利用者より、安全性
向上効果が発現。
・ブルーウィングにより、通行位置が乱れるなどの問題がなかった。
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63%が向上したと回答

※アンケート結果より

安全性
N=360

③実験区間におけるドライバーの安全性向上

・自転車通行空間の明示により、自転車の車道内ルール遵守率が向上し、ドライバー
の立場から、整備前よりも安全性が向上。

・停車車両に配慮した大型矢羽根（ブルーウィング）に対し、ドライバーより、安全性向
上効果や停車車両抑制効果が発現。

④実験区間沿線における効果（商売等への影響、実験区間荷さばき台数減少）
・地域・事業者から自転車通行空間の必要性を確認し、沿道の商売等に問題の発生無し。
・本実験と連携した路外荷さばき対策により、実験区間の路上の駐停車（貨物車）の削減、20分以上の長時間駐車の減少効果。

図-5 西５丁目線における自転車交通量（北→南）の整理

図-6 自転車利用者の路面表示設置による
安全性向上効果について


